
事業名

団体名 担当課名

事業期間

事業費

目標

課題・
対応策

様々な世代の方が楽しめる事業を実施し、シニア・大人・子どもの世代がともに活動を通じて
交流する。

達成度・
成果・効果

＜事業の達成度＞　　団体　95％　　担当課　95％
・参加者数が予想以上であり、リピーターも多く、様々な年代の方からたくさんの声を聞くことが
でき、参加者のニーズを把握することができた。
　　イベント実施回数：24回（月2回）　　参加者数：1300名（前年度は1155名）
・講師と参加者、参加者同士など、コミュニケーションをとりながら実施する事業が多く、交流の
機会を提供できた。
・広報等に掲載することにより、市内全域に周知ができ、新施設であるふじさわ宿交流館及び
周辺地域の存在を認識してもらうことができた。
・アンケートの実施結果において、事業への満足度は毎回高く、継続実施等の意見があった。

＜協働の達成度＞　団体　95％　担当課　95％
・多くの団体や様々な個人を繋ぐために、団体と市が連携し、計画から実施まで作り上げること
ができた。
・団体の柔軟な発想による事業展開、協力団体・講師により、充実した事業が実施できた。

・藤沢宿周辺地域に暮らす方々や事業参加者の、まちの関心は交流館を起点として喚起でき
たが、藤沢宿の活性化に向けた継続的な展開までいたっていない。
・交流館を一緒に盛り立てる気運や人材養成が課題。
・協働事業としては、事業は終了だが、ふじさわ宿交流館の指定管理者に事業を引き継げるよ
う、調整していきたい。

藤沢宿活性化事業

昔の遊びを伝える会 郷土歴史課

2017年（平成29年）4月1日～2018年（平成30年）3月31日

1,946,500円（うち藤沢市負担金1,861,000円）

目的

＜事業の目的＞
藤沢宿周辺地域の活性化を図るため、来訪者の滞在時間を増やし、まちへの関心を高める。

＜協働の目的＞
・より効果的に事業を周知し、参加した市民・来訪者の声を直接行政に届け、また地域資源や
人材を行政に見える形にする。
・より柔軟な発想を事業に取り入れ、また多くの地域団体と協力し地域とのつながりを深める。

ふじさわこどもカルタ 

ふじさわ宿瓦版 


